
 

 

 

 

 

2018年 5月 8日から 8月 21日までの 106日間、「ピースボートおりづるプロジェクト」に参加し

ました。今回の目的は寄港地で各国の政府機関に働きかけ核兵器禁止条約に署名、批准を要請する

こと、そして、被爆者が 2020年までに世界で数億集め、国連に提出する「ヒバクシャ国際署名」の

協力を得ることです。寄港地や船内で被爆の実相を伝えることや、被爆者の思いを伝える継承者を

育てることも大切な役割でした。 

 

 
上田紘治さん プロフィール 

広島被爆 １９４２年２月１５日生まれ 被爆当時３歳 

東京都八王子市在住 

爆心地から４００ｍにあった自宅の被害状況を確認するため母と入市し被爆。東京被

爆者団体元事務局次長。八王子被爆者団体元事務局長。 

２００３年ワシントンＤＣ、２００５年ＮＰＴ会議へ参加し同年、ロス・アラモスを

訪れ核爆弾製造工場を見学。２０１０年ＮＰＴ会議に参加し市民へ被爆の実相を伝え

た。国内では小学生から大学生、留学生、各団体に被爆の実相を話している。 


